
令和４年度事業概要報告書

 （⼀社）宮崎県⾁⽤⽜枝⾁価格安定基⾦協会

（１）事業概況

 令和４年度は、第１０業務年間（４〜６年度）の１年⽬として実施した。

 和⽜枝⾁相場については、年度当初は堅調に推移したが、新型コロナウィルスの影

夏場にかけて徐々に下落していった。夏場以降は、新型コロナウィルス新規感染者数

の減少に相反して回復したが、年明けから年度末にかけて再び下落する等、年間を通

して、不安定な相場となった。

 県内⼦⽜価格については、飼料価格の⾼騰と枝⾁相場の不透明感に連動して低調で

あったが、飼料価格の⾼騰が⽣産コストを⼤きく押し上げ、⾁⽤⽜肥育農家の経営を

圧迫している。

 このような中、当協会としては補てん基準価格を第１四半期２，５０５円／kg、第
２四半期２，７０７円／kg、第３四半期２，８２２円／㎏、第４四半期２，６８７円
／㎏に設定し、和⽜肥育農家の経営安定を⽬指した結果、第１四半期１，２８２頭、

第２四半期１，２９４頭、第３四半期１，４７０頭、第４四半期１，２１９頭、合計

５，２６５頭、総額５２，６５０，０００円の補てん発動を⾏った。

 ①補 て ん 準 備 財 産

   補てん準備⾦前期繰越⾼

   当 期 通 常 積 ⽴ ⾦

   当 期 補 て ん ⾦

   当 期 受 ⼊ 利 息
   補 て ん 準 備 ⾦ 残 ⾼

   事業預け⾦

   預り寄託⾦

   前 年 度 繰 越 ⾦

   当 期 受 ⼊ 利 息

   当 期 事 業 管 理 費

   残 ⾼

響による外⾷産業の低迷や、⾷料品等相次ぐ値上げによる内⾷需要の伸び悩みにより、

 ②普 通 財 産
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